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◎
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
験
運
行

　
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に

加
え
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。
今
後
、
地
域
公
共

交
通
会
議
を
立
ち
上
げ
、「
東
久
留

米
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
験
運

行
に
向
け
た
運
営
方
針
」
に
沿
っ

た
協
議
を
経
た
上
で
、　

年
度
末

３１

に
実
験
運
行
が
開
始
で
き
る
よ
う

進
め
ま
す
。

◎
恒
久
的
な
自
転
車
等 

駐
車
場
の
確
保

　
　
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
か

３３
ら
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
駅
西
側
の
自
転
車
等
駐
車
場
は
、

事
業
認
可
取
得
の
手
続
き
を
進
め

る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
導
入
の

視
点
か
ら
、
そ
の
事
業
手
法
選
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◎
下
水
道
事
業

　
「
東
久
留
米
市
公
共
下
水
道
プ

ラ
ン
」
が　
年
度
（
２
０
２
０
年

３２

度
）
末
を
も
っ
て
終
期
を
迎
え
る

た
め
、
当
該
プ
ラ
ン
の
改
定
作
業

に
着
手
し
ま
す
。

◎
上
の
原
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
そ
の
姿
が
具
体
の
形
と
な
っ
て

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
地
区
内
の

福
祉
・
交
流
地
区
で
は
、
本
年
９

月
の
ベ
ー
カ
リ
ー
の
開
業
を
皮
切

り
に
、
小
規
模
な
生
活
サ
ー
ビ
ス

施
設
と
し
て
の
利
用
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
新
た
な
屋
外
運
動
施
設
は
、　
３２

年
（
２
０
２
０
年
）
１
月
の
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
上
の
原
東
公
園
は
、
既
に
一
部

を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

都
市
再
生
機
構
に
よ
り
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
本
年
夏

ご
ろ
の
竣
工
後
に
、
管
理
移
管
を

受
け
全
面
開
園
す
る
計
画
で
す
。

公
園
に
は
有
料
駐
車
場
を
整
備
し
、

そ
の
管
理
運
営
に
民
間
活
力
を
導

入
す
る
た
め
、
条
例
整
備
を
図
り

ま
す
。

◎
ご
み
の
減
量
化
・ 

資
源
化
等
の
取
り
組
み

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
家
庭
ご

み
の
排
出
量
な
ど
の
実
績
に
つ
い

て
は
、
年
度
ご
と
の
分
析
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
検
証
や

点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
の
情
報

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ご
み
の
排
出
が
困
難
な
方
へ
の

支
援
策
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
収

集
」
の
実
施
に
向
け
て
、
課
題
な

ど
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
歳
入
確

保
の
一
助
と
し
て
、
指
定
収
集
袋

へ
の
有
料
広
告
の
掲
載
に
取
り
組

み
ま
す
。

◎
空
き
家
等
対
策
事
業

　
空
き
家
等
の
対
策
に
向
け
た
計

▼

新
た
な
施
設
の
立
地
が
進
む
上
の
原
地
区
の
様
子

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
効
果
的
な
対
策
な
ど
を

空
家
等
対
策
協
議
会
で
協
議
い
た

だ
き
、　

年
度
末
の
策
定
に
向
け

３１

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

◎
地
球
温
暖
化
対
策 

の

取

り

組

み

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
行
政
に

お
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

は
じ
め
と
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

に
更
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
財

政
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

絆
あ
る
地
域
で
市
民
が 

活
躍
す
る
ま
ち

◎
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
更
な
る
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
運
営
組
織
な

ど
の
形
成
を
目
指
し
た
機
運
醸
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
市
民
と
行
政
に
よ
る 

ま

ち

づ

く

り

　
今
後
も
市
民
と
行
政
と
の
信
頼

関
係
を
よ
り
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
役

割
と
責
任
を
担
い
な
が
ら
、「
と
も

に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
ま
す
。

◎
絆
づ
く
り
事
業

　
絆
を
感
じ
ら
れ
る
市
民
相
互
の

連
帯
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
生
き
る

力
、原
動
力
に
な
り
ま
す
。「
絆
づ

く
り
事
業
」
は
、
年
々
そ
の
輪
を

広
げ
つ
つ
あ
り
、
連
帯
感
も
高
ま

っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
市
民
相
互
の

連
帯
感
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
で
未
来
へ 

つ
な
が
る
ま
ち

◎
財
政
健
全
経
営 

計

画

の

推

進

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
行
政
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
民
間
活
力
も

活
用
し
な
が
ら
、
身
の
丈
に
合
っ

た
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

中
・
長
期
的
視
点
を
持
っ
て
改
革
、

改
善
に
努
め
、
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
推
し
進
め
ま
す
。

◎
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
財
政
負
担
の
軽
減
お
よ
び
平
準

化
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
活
用

と
適
正
な
維
持
更
新
の
実
現
に
向

け
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
や
小
学
校
の
再
編
成

に
よ
る
環
境
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

北
部
・
北
西
部
地
域
に
お
け
る
公

共
施
設
の
再
編
に
向
け
た
施
設
機

能
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
に

着
手
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
で

子
育
て
支
援
機
能
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
３
月
末
を
も
っ
て
閉
園
す

る
さ
い
わ
い
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
以
降
は
売
却
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
跡
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
、「
ご
み
集
積
所
跡
地

活
用
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
、

年
度
間
の
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、

改
修
工
事
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
方

で
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財

政
規
律
を
守
り
予
算
編
成
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
考

え
の
も
と
、
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
図
り
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
は
、

　
年
度
は
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
い
、

３１
　
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）・　
年

３３

３４

度
（
２
０
２
２
年
度
）
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
適

正
化
の
統
合
校
と
な
る
第
十
小
学

け
、
引
き
続
き
用
地
取
得
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
東
３
・
４
・　

号
１９

線
と
の
交
差
点
部
に
お
い
て
、
信

号
機
の
設
置
時
期
に
併
せ
、
神
明

通
り
の
拡
幅
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
道
の
無
電
柱
化
は
対
象
路
線
の

選
定
に
係
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
事
業

は
、
助
成
額
の
増
額
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
装

備
品
の
充
実
化
を
図
り
ま
す
。

◎
健
康
で
幸
せ
に
す
ご
せ
る
ま
ち

　
介
護
人
材
育
成
研
修
事
業
に
よ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
互
助
を
担
う
住
民
等
を
発

掘
育
成
し
、
介
護
人
材
の
裾
野
を

広
げ
ま
す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
講
師

派
遣
事
業
は
、
よ
り
効
果
的
な
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、　

年
度

３１

か
ら
都
内
全
域
で
共
通
方
式
に
よ

り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
地
域
交
流
の
場
と
な

る
地
域
セ
ン
タ
ー
内
の
地
区
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
和
室
用
備
品
を

整
備
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
未
来
と 

文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

　
障
害
児
巡
回
相
談
の
巡
回
施
設

に
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育

施
設
を
加
え
ま
す
。

　
「
子
供
食
堂
」に
つ
い
て
は
、民

間
で
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
未
婚
の
ひ
と
り

親
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
う
ち
対
象
と
な
る

方
に
臨
時
・
特
別
給
付
金
を
支
給

し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
施
設
は
、
施
設
の
老
朽
化

に
対
応
す
る
た
め
、
第
二
小
学
校

東
校
舎
棟
の
大
規
模
改
造
、
大
門

中
学
校
校
舎
棟
西
側
他
の
大
規
模

改
造
、
東
中
学
校
東
校
舎
棟
東
側

他
の
中
規
模
改
造
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
お
よ
び
ト
イ
レ
改
修
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
の
体
育
館
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
洋
式
化
を
図
り
ま
す
。

　
第
五
小
学
校
の
給
食
配
膳
室
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
工

事
期
間
中
は
、
第
五
小
学
校
の
給

食
を
第
二
小
学
校
で
調
理
し
、
搬

送
す
る
対
応
を
図
り
ま
す
。

　
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、

新
た
に
８
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
に
「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
イ
ベ

ン
ト
」
な
ど
を
実
施
し
、
東
京
２

０
２
０
大
会
へ
の
機
運
醸
成
に
取

校
の
ト
イ
レ
改
修
の
実
施
設
計
等
、

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

◎
小
学
校
給
食
調
理 

業
務
の
外
部
委
託

　
給
食
調
理
の
業
務
委
託
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
小
学
校
の
再
編

成
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
る
中
、

そ
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
計
画

の
見
直
し
の
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

◎
今
後
の
図
書
館
の 

運

営

方

法

　
　
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
か

３３
ら
の
指
定
管
理
者
の
導
入
を
目
指

し
、　

年
度
で
は
、
中
央
図
書
館

３１

の
大
規
模
改
修
に
係
る
実
施
設
計

を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
導

入
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

◎
今
後
の
連
絡
所
の
在
り
方

　
連
絡
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
在

り
方
と
今
後
の
方
向
性
に
関
し
て
、

庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、

そ
の
検
討
結
果
の
報
告
を
受
け
た

後
、
今
後
の
連
絡
所
の
在
り
方
に

つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

◎
産
・
官
・
学
連
携 

の

取

り

組

み

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、

協
働
に
よ
り
向
山
緑
地
若
返
り
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
そ
の

担
い
手
と
な
る
学
校
法
人
自
由
学

園
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち

の
魅
力
の
向
上
に
向
け
て
、
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
や
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
更
な
る
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

◎
業
務
プ
ロ
セ
ス 

の

効

率

化

　
本
市
を
含
む
小
平
市
、
東
村
山

市
の
３
市
は
、　

年
（
２
０
２
２

３４

年
）
１
月
の
本
稼
働
を
目
指
し
、

住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
化
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
的
確
な
実
施
に
向
け
て
、
内

部
事
務
の
効
率
化
、
標
準
化
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

年
度
当
初
予
算

３１◎
予
算
編
成
と
概
要

　
　
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
４

３１
２
２
億
円
で
、
対
前
年
度
比
９
億

９
４
０
０
万
円
、
２
・
３
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保

険
、
下
水
道
事
業
の
４
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
６
９
６
億

５
８
４
８
万
４
０
０
０
円
で
、
対

前
年
度
比
６
億
９
７
６
１
万
５
０

０
０
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
に
ぎ
わ
い
と
活
力 

あ
ふ
れ
る
ま
ち

　
優
良
農
地
の
創
出
を
支
援
す
る

農
地
の
創
出
・
再
生
支
援
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
住
み
や
す
さ
を
感
じ
る
ま
ち

　
南
沢
通
り
は
、
早
期
整
備
に
向

（
１
面
か
ら
続
く
）

り
組
み
ま
す
。

◎
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
　
年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
本

３１
庁
舎
の
照
明
、
空
調
機
な
ど
に
高

効
率
な
設
備
機
器
の
導
入
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
都
市
の
大
気
汚
染

の
軽
減
な
ど
に
向
け
、
老
朽
化
し

た
庁
用
車
の
更
新
に
当
た
り
電
気

自
動
車
等
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

当
該
車
両
が
充
電
で
き
る
設
備
を

設
け
ま
す
。

◎
計
画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

　
旧
滝
山
児
童
館
の
跡
利
用
に
つ

い
て
は
、
滝
山
教
育
相
談
室
の
移

転
先
、
わ
か
く
さ
学
園
発
達
相
談

室
の
移
転
先
、
滝
山
図
書
館
に
付

属
す
る
学
習
室
等
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
活
用
に
向
け
、　

年
度
で
は
、

３１

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階
等
お
よ

び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
を
行

い
、
加
え
て
ト
イ
レ
改
修
な
ど
の

工
事
を
行
い
ま
す
。

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
駅
西
口
昇
降
施
設
の
新
た
な
看

板
枠
を
増
設
し
、
歳
入
の
確
保
等

に
努
め
ま
す
。

　
市
議
会
本
会
議
場
内
の
映
像
音

響
設
備
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
幼
児
教
育
無
償
化
の

検
討
や
、（
仮
称
）
低
所
得
者・子

育
て
世
帯
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
準
備
を
進

め
、
対
応
を
図
り
ま
す
。

終

わ

り

に

　
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
社
会
へ
の
進
行
に
加
え
、
公

共
施
設
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
へ
の
対
応
も
あ
り
、
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
市

政
、
更
に
成
長
し
発
展
で
き
る
市

政
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

か
じ
取
り
の
も
と
、
職
員
も
一
丸

と
な
っ
て
、
知
恵
を
絞
り
、
汗
を

か
き
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

長
い
年
月
を
経
た
取
り
組
み
が
、

具
体
の
ま
ち
の
形
と
し
て
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、　

年
の

３１

一
文
字
を
「
実
（
み
の
り
）」
と
表

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
し
て
、

好
循
環
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
力

を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
の
目
指
す
「
夢
と
希
望
の
も
て

る
ま
ち
」
へ
の
航
海
は
、
未
だ
そ

の
途
中
に
あ
り
ま
す
。

　
新
た
な
る
時
代
の
幕
開
け
に
際

し
、
安
定
し
た
市
政
運
営
の
も
と
、

次
期
の
ま
ち
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が

示
す
次
な
る
時
代
の
実（
み
の
り
）

に
向
け
て
、
土
を
耕
し
、
種
を
植

え
、
堅
実
か
つ
着
実
に
、
そ
し
て

確
か
な
実
行
力
を
も
っ
て
市
政
を

前
へ
進
め
ま
す
。


